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〈広報部会　永田　則男〉

　お陰様をもちまして当機構の
社員総会を無事に終えることが
できました。関係者の皆さまに
おいては改めて感謝申し上げる
次第です。今年の懇親会には100
名を越える大勢の業界関係者に
集っていただき嬉しく思うと共
に、多くの組織団体の皆さまに
支えられて当機構の活動が潤滑
になされていることを改めて感
じることができました。
　今期も幾多の計画が掲げられ
ましたが、これも会員はもとよ
り各方面の皆さまとの連携が有
って初めて実行が可能であるこ
とは自明の理です。今号の総会
特集で後援くださっている皆さ
まの思いが上手く伝わってくれ
れば幸いです。

　2023年6月15日(木)、鉄鋼会館(東京都中央区)にて、2023年度定時社
員総会が対面参加とWEB参加のハイブリッド形式で開催されました。ま
た、総会後には来賓の方々をお招きして4年振りとなる懇親会も開催され
ました。

【定時社員総会】
　社員の過半数の出席により本社員総会は成立し、第1号議案｢第18期事
業報告・収支報告｣、第2号議案｢第19期事業報告案・収支報告案｣、第3
号議案｢理事選任｣、全ての議案が承認多数で可決されました。なお、第3
号議案の理事選任については機構の奥野事務局長が新たに理事として選
任されました。

【意 見 交 換】
　機構や我々を取り巻く解体業界について、社員や会員の方々から事前に
募ったご意見・ご要望と、それに対する機構の見解・回答をご紹介しまし
た。リサイクルシステム内の移動報告期間や中古車輸出業者へのリサイク
ル料金還付、無許可解体業者への業界としての対応強化や外国人の許可業
者、インストラクター制度についてなど多くの意見が寄せられました。

【意見交換の様子】
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2023年度定時社員総会の開催報告 01
2023年度 理事･監事体制

【懇 親 会】
　こちらも4年ぶりとなる懇親会となりました。ご来賓の方々を代表して、経済産業省の金谷室長、環境省の
坂口室長補佐、自動車リサイクル促進センターの阿部専務理事にご挨拶をいただき、日本自動車工業会リサイ
クル・廃棄物部会長及び自動車再資源化協力機構代表理事の嶋村様より乾杯のご発声を賜りました。懇親会に
は94名(49団体)ものご来賓の皆様にお越しいただき、会員の皆様を含め、総勢140名の皆様が一堂に会する形
となり、終始明るく賑やかでお話の尽きない会となりました。

事務局長

奥野　孝樹 事務局長（新任）

【金谷室長】 【坂口室長補佐】 【阿部専務理事】

【嶋村部会長・代表理事】 【酒井代表理事】 【石井副代表理事】



【図3：年別オートオークション成約台数（台）】
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02【独自調査】ELV引取台数の推移を
様々なグラフから読み解く!!‼(中編)

■前編ダイジェスト
【新車販売台数】
　2019年と比較して…右肩下がりも、2023年は回復傾向が見られる。（図１）
【ELV引取台数】
　2019年と比較して…2022年は2019年以降最も減少となっており、2023年の1月～4月はその2022年よりも
　更に落ち込んでいる。（図２）
【中古車の輸出台数】
　2019年と比較して…2020年は23万台程度落ち込んだが、以降はほぼ2019年と同じ水準となっており、海外
　に中古車が流れているということは言い難い。また、輸出先は2021、2022年にロシアが2位と大差をつけ
　て1位となっていた。

【図1：2021.1月-2023.5月 月別 新車販売台数（台)】 【図2：年別 使用済自動車引取台数（台）】

■前編（Vol.171）はこちらから▶ https://www.elv.or.jp/23-53-0.html

【ステップ④：オークション成約台数の推移】
　前回の記事では中古車の輸出台数は増えていないことが分かりました。
次にオークション会場への使用済自動車の流出を検証すべく、オートオークションの成約台数の推移をグラ
フにしてみます。（図３）
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【出典】一般社団法人日本オートオークション協議会(NAK)提供

　年別で見ると、2020年は一時的に減少しましたが、2021年には持ち直し、全体として大幅な変化は見ら
れません。次に2023年のこれまでに出ているデータをグラフにしてみます。
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【図4：2022-2023（1月-4月）
月別オートオークション成約台数（台）】

2022年 2023年

【出典】一般社団法人日本オートオークション協議会(NAK)提供

【出典】一般社団法人日本オートオークション協議会(NAK)提供

【図5】

　また、図4・5のとおり2023年の1月から4月を見てみると、各月とも全て前年を上回っており、4月の時点で
は2022年よりもプラス10万台程度と、このペースでいくと2023年は年間30万台程度前年から増加するという計
算になり、2019年の数字を上回る可能性も考えられます。

【ステップ⑤：自動車保有台数の推移】
　参考までに自動車の保有台数の推移（図６）を見てみます。
こちらは乗用車のみ、各年3月末時点の数字となりますが、2019年3月末時点と比較して、2023年3月末は約
18万台増加しています。ただし、2019年の3月以前のデータを見ると毎年数十万台ずつ増加して最高記録を
更新しているため、この18万台の増加は何かの理由によるものではなく、従来の流れに沿ったものでると推
測され、ELV減少の要因として考えるにはこのデータだけでは分かりません。
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【図6：年別自動車保有台数の推移（台）】

【出典】一般財団法人自動車検査登録情報協会HP

【ステップ⑥：平均車齢の推移】
　次に乗用車の平均車齢（軽自動車を除く）をグラフにしてみます。（図７）
　平均車齢は国内でナンバープレートを付けている自動車が初度登録してからの経過年の平均で、新車販売
台数が減少し、自動車が長く使われると上がり、逆に新車販売台数が増加し、ELVや海外輸出が増えると低
下します。
　2019年以前も平均車齢は（基本）毎年過去最高齢の数値を記録しており、グラフのとおり、2019年以降も
変わらず増加の一途であるため、ELV減少の大きな要因とは言い難いです。なお、2022年の9.03年も過去最
高齢をマークしており、自動車の長期使用化が進んでいることが分かります。
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【図7：年別平均車齢の推移（年）】
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【出典】一般財団法人自動車検査登録情報協会HP

【ステップ⑦：引取車両の平均使用年数の推移】
　次に引取車両の平均使用年数の推移を調査してみます。(図８)
　こちらは登録車と軽自動車を含めた全体の数字となりますが、最新の2021年度は最高齢の16.4年となって
おります。ただし、ステップ６の平均車齢の推移と同じく、こちらも2018年度以前から毎年ほぼ同じ水準で
増加傾向であり2018年度以降も急激な増加等は見当たりません。平均使用年数が増加することはELV減少の
一つの要素ではありますが、こちらも大きな要因とは言い難いです。

【図8：年別引取車両の平均使用年数の推移（年）】
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【出典】公益財団法人自動車リサイクル促進センター 自動車リサイクルデータBook 2021年度版

次回はこれまでのデータを整理してＥＬＶ引取台数の推移を紐解いていきます（次号に続く）
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自動車リサイクル士講習会、申込期限迫る!!
　 04
■ 新規講習会

■ 更新講習会

　前号でご案内いたしました「2023 年度自動車リサイクル士新規講習会」の申込期限が迫っております！
　こちらは新たに自動車リサイクル士の資格を取得する方向けの年１回限りの講習会となっており、各試験会
場には定員数が設けられておりますので、受講をご検討中の方はどうぞお早めにお申込みください。

申込期間 2022 年 6月 12 日（月）～7月 20 日（木）まで　※当日消印有効

お申込みはこちらをクリック▶ https://www.elv.or.jp/35-87-0.html

　既に資格をお持ちで今年有効期限を迎えられる方向けの｢更新講習会｣も申込受付中です。対象者の皆様には
６月上旬頃に郵送にてご案内を発送しておりますが、万が一、お手元に届いていない場合は機構事務局までお
問合せいただくか、機構ＨＰでも公開しておりますのでご確認下さい。なお、更新講習会の申込期限は9月15日
(金)までとなっております。
ご自身が更新対象者かどうかはこちらの資格者一覧からご確認ください

【お問い合わせ先】   JAERA事務局（担当：京野）■TEL：03－3519－5181　■Mail：jaera-homepage@elv.or.jp

https://www.elv.or.jp/media/20/20230413-zirisilist20230413.pdf

各ブロック会議の開催結果
　 03

沖縄ブロック会議の開催結果

　2023年5月28日(日)に沖縄市農民研修センター(沖縄市)にて対面と
WEBのハイブリッド形式で開催されました。松田支部長より機構の定
時社員総会に向けて総会議案内容の説明があり、審議の結果、無事承
認可決となりました。
　また、現在申請を定期的に受付している｢次世代モビリティリサイ
クラー制度｣について、沖縄全島が網羅されることを目指し、改めて
沖縄会員の方へ申請の協力依頼を行い、会議後半では、使用済自動車
の受入れ状況や外国人の自動車リサイクル業者に関する情報、中古車
オークションの入札について意見・情報交換が活発に行われ、閉会と
なりました。

日時：2023年5月28日(日）　場所：沖縄市農民研修センター(対面・WEB）

北海道ブロック会議(北海道支部総会)の開催結果

　2023年6月2日(金)にセンチュリーロイヤルホテル(札幌市中央区)
で北海道自動車処理協同組合の第27回定期総会の後に北海道支部総会
として開催され、機構本部からは酒井代表理事が参加されました。こ
ちらも機構の定時社員総会に向けて総会議案の審議が中心となりまし
たが、全会一致で承認可決となり閉会しました。
　また、総会後には講演会が開催され、株式会社集中力 集中力プロデ
ューサーの森 健次朗様から｢～世界の一流アスリートから学んだ～会
社経営と人生経営で成功する方程式とは！｣、経済産業省 製造産業局
自動車課 自動車リサイクル室長の金谷 明倫様からは｢自動車リサイク
ルを取り巻く状況｣というテーマでご講演いただきました。

日時：2023年6月2日(金）　場所：センチュリーロイヤルホテル(対面）

【会議の様子】

【会議の様子】
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5月新車販売・使用済自動車発生台数

052023年度駆動用ＨＶバッテリー共同出荷事業
　　　　　　　　　　　　           5月出荷状況

～5月の使用済自動車発生台数　前年同月比3%減～

□2022年度の結果はこちら▶

上段：5月出荷数　下段：今期累計　単位：個

https://elv.or.jp/index.php?itemid=1853

06
■2023年5月度 新車販売台数　326,731台（前年同月比125.0％） 

※出所：公益財団法人　自動車リサイクル促進センター

2019年

2021年

年累計
過去の新車販売台数推移 

※出所：一般社団法人　日本自動車販売協力連合会 
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■2023年5月度 使用済自動車引取(電子マニフェスト)実施状況 
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鉄 ス ク ラ ッ プ 最 新 情 報
[ 提供：日刊市況通信社 ］

　韓国・現代製鉄は6月22～23日に実施した日本産鉄スクラップの新規スポット入札で、23日朝にビッドを提
示し、全品種とも前週(16日提示)価格を据え置き、H2を1㌧FOB・48,200円、H1&H2を同48,700円、シュレッ
ダーを同52,000円、HSを同53,000円とした。需要が振るわず日本玉への引き合いを強めにくい環境が据え置き
とした判断の背景にありそうだ。
　現代製鉄は6月23日14時まで契約希望を募る。前回の交渉では、販売不振の環境下で日本側に価格を受け入れ
る動きがあり、一定の成約が進んだもようだ。
　しかし今回は、日本のサプライヤーに現代製鉄のビッド価格を割安とする見方が多い。日本国内では需給タ
イト感が緩和せず相場がこう着している。関東湾岸でまとまった量のH2を集荷する際は｢最低でも48,500～
49,000円が必要｣(船橋シッパー)といい、新規オファー価格は多くがFOB・50,000円を超えている。
　日本玉輸出市場では需要家の引き合いがまだらながら、円安の影響もあり価格は強含んでいる。週半ばの台
湾向けH1&H2交渉価格はCFR385㌦、当時のレートで計算したH2FOB換算は50,500円前後になる。また、一部
ベトナム向けの交渉値はH2CFR380㌦水準にあり、FOB換算値は49,000円前後となる。

　関東市場の鉄スクラップ市況は各地区とも様子見横ばいの推移となっている。ただ、市中スクラップの発
生・荷動きが鈍く、需要家筋、市中問屋筋とも入荷にバラつきが見られる。また双方とも一部では低調な状
況が続いているため、関東市場の鉄スクラップ需給に引き締まり感があり、堅調さを残した相場展開となっ
ている。H2炉前実勢価格は48,500～49,500円中心。H2浜値は48,000～49,000円中心で推移している。
 

【関 東 地 区】　 堅調さ残し様子見 市中発生が低調

　大阪地区の鉄スクラップ市況は様子見ムードが強まっている。荷動きに殺到感のないまま6月末へ向かいつ
つも、一時期のような入荷難を脱しているほか、姫路地区の一部電炉による連続値下げや荷止め対応によっ
て、府外流出にブレーキがかかり、地場還流がすすみやすくなり、上値を突き上げるほどの力強さはなくな
りつつある。H2炉前実勢価格は、大阪地区が49,500円、一部高値50,000円、姫路地区が47,500～48,500円。

【大 阪 地 区】 　入荷難を脱し上値重く様子見ムードに

【東 海 地 区】 　供給量伸びず需給緩みにくい環境
　名古屋地区の鉄スクラップ市況は堅調様子見気配のまま6月も最終週へと向かう公算が大となっている。電
炉生産は暦の関係や夏場の前倒しもあって5～6月は増加する傾向にあるが、今年も55万㌧前後の底堅い生産を
維持。一方で、発生は市中老廃物、工場発生物ともに回復が遅れており、慢性的な品薄状態が続く。また湾岸
筋からの引き合いが増加、問屋筋の出荷が分散傾向にある。H2炉前実勢価格は47,000～48,500円中心。
 

現代製鉄、日本産鉄スクラップ価格を据え置く　日本国内や他輸出よりも割安水準に
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（※価格、数量等は日刊市况通信社調べ、6月23日午後時点のもの） 

6月第4週(23日)の鉄スクラップ動向

日刊市況通信社

6月23日の国内スクラップ炉前実勢価格
（中心値)

H２ 気配
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行事予定

ー7月の主な行事予定ー

編集後記

 
 
 

（広報部会長　田村　幸男）

　社長「今日の朝礼はこれで終わりますが、何か確認しておきたいことはありますか？」少しの沈黙の後、
社員「特にありません」とあっさり答えます。折角社長は社員の手助けをしたり、アドバイスをしたいと考
えているのにがっかりしています。
　またある時、社員「社長、時間少しいいですか？」、社長「いいけど忙しいから内容によっては後でもい
いかな？」今話をしたい社員と、なんとか話を聞きたい社長ですが、自分の予定を優先したいがために社員
とのコミュニケーションの機会を遠ざけてしまいました。
　またこんなことも、社長「この仕事早く取り掛かってくれないかな？」、社員（心の中で）「言われなく
てもわかっていますよ」と反発気味です。このような会話はどの会社、組織でも実際にあるのではないでし
ょうか。ちなみにこれらの話は全部私の会社で日常茶飯事の出来事です・・・。
　この人手不足と言うか若手不足の中で、社員に“働きやすい環境をどう提供するか”を常に考えている経営
者の皆さんが多いはずです。設備はお金で整えられますが、上司と部下ともに思いやりを持った環境はお金
だけでは整えることはできません。日々の仕事の中で、相手を思いやる一言がないばかりに、「この社長と
は無理」「この社員では無理」と決めつけてしまう時もあるかもしれません。そうなる前に、何気なく使っ
ている一言をちょっとだけみんなで見直しできたらと思っている今日この頃です。

お知らせ

※　急遽、日程変更・延期の場合がございます。

July

機構公式Twitterを開設しました！

　機構の公式Twitterアカウントを開設しました！ニュースレター
の配信情報を中心に、今後は情報発信や投票機能を使った簡単なア
ンケートなどを行っていく予定です。
　なかなか慣れないところもありますが…まずは気楽に　　　　　
ボタンを押してみてください♪

■７月４日（火）
　・第４回広報部会（対面）
■７月６日（木）
　・第４回常任役員会（WEB）
■７月７日（金）
　・近畿ブロック会議（対面・WEB）
■７月11日（火）
　・第1回ブロック長会議（対面・WEB）
　・J-FAR（エアバッグ布等リサイクルのための基盤づくり）定例会（WEB）
■７月2０日（木）
　・J-FAR（樹脂リサイクル社会実装事業）定例会（WEB）
■7月28日（金）
　・東北ブロック会議（対面）　

◆公式アカウント◆
https://twitter.com/JAERAoffice


